平成25年度　第1回鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会　（会議録）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成25年10月15日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：30～15：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：にこふる　大会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：別紙参照
1、 開会
2、 会長挨拶
3、 報告・協議等
（1） 障害者虐待防止法に基づく虐待防止等連絡協議会について（資料1）
　Q:障害者虐待の定義として虐待者には3つのパターンがあるが、それ以外の虐待者への対応はどこで行うか。
　A:障害者であれば障害者支援センター、福祉課
Q:施設従事者への適切な行使は県としてどのように対応しているか。
A:今までで具体的な対応はない。
・基本の3つのパターンの人以外からの虐待では兄弟姉妹、知り合い、学校、病院、養護学校等が考えられるが法律の対象範囲から抜けているので今後どうしていくかが努力目標となっている。
（2） 平成24年度本市の虐待対応状況について
●高齢者（資料2）
　Q:高齢者虐待は増加している。虐待が発生する原因としてストレスが考えられる。援助できるスキルを学ぶために、何か話し合える場所や機会はないか。
　A:地域包括支援センターの社会福祉士を活用して情報交換等してほしい。
　　　●障害者（資料3）
　Q:平成24年度から継続している虐待は解決していないのか。
　A:解決していないものもあるが、見守り・指導の継続や入院による実質分離状態で退院後の整備がまだ整っていないケースもある。
　Q:高齢者虐待では事実確認まで48時間以内にアクションを起こすが、障害者虐待はどのくらいの期間でどのような目標を持って進めていくのか。
　A:通報があったら遅くても翌日までに1回管理職などコアメンバーで会議を開き、その後3日以内に本人に会うなどの事実確認を行う。基本この流れ。
（3） 虐待等の事例について（資料4）
（4） サービス未利用調査の報告について
別紙参照
4、 情報交換・その他
○鶴岡市介護保険事業者連絡協議会より
・介護課題に対し先進地として有名な和光市の状況を教えてほしい。
　⇒今年の2月に訪問して会議等を見学し、在宅看取りをどう進めていくか、在宅の限界点をどうあげていくかを検討していかなければならないと感じた。
　　今後、各包括支援センターで潜在的な地域課題を吸い上げられるような仕組みを作る必要がある。9/26にプロジェクト会議を行い、今年度は現場である各包括が具体的に実施できる取り組み等を検討し、来年度以降は各事業者や関係機関にも協力してもらいながら行政的に進められたらと検討中。
・認知症の進行に水分が関わっているという説もあるが、認知症の方へのアプローチ方法として鶴岡市はどう検討しているか。
　⇒介護者支援やかかりつけ医相談などのプロジェクトを実施中。早期発見・早期対応
　　し悪化のスピード緩めていき、いい状態を継続していけるよう支援していく。
　　水分に関しては取り組んでいないが、情報を集めていきたい。
5、閉会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
